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が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、

「（
仮
称
）西
東
京
市
行
財
政
改
革

推
進
委
員
会
」
を
設
置
し
、
本
年

度
中
を
目
途
に
、
新
市
に
お
け
る

行
財
政
改
革
の
基
本
方
針
を
策
定

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
財
政
状
況
に
つ
い
て
述
べ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

��　

平
成　

年
度
の
国
の
予
算
編
成

１３

は
、
国
内
総
生
産
の
実
質
成
長
率

を
１
・
７�
程
度
と
す
る
経
済
見

通
し
を
踏
ま
え
、
景
気
重
視
の
姿

勢
を
示
し
つ
つ
、
深
刻
化
す
る
赤

字
国
債
の
新
規
発
行
を
減
ら
す
な

ど
、
景
気
回
復
と
財
政
再
建
の
両

に
ら
み
の
緊
縮
・
調
和
型
の
予
算

で
あ
る
と
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の

結
果
、
一
般
会
計
予
算
規
模
は
、

　

兆
６
千　

億
円
、前
年
度
比
２
・

８２

５２４

７�
の
減
と
６
年
振
り
の
マ
イ
ナ

ス
と
な
る
予
算
と
な
り
ま
し
た

が
、
政
策
的
経
費
で
あ
る
一
般
歳

出
で
は
個
人
消
費
・
設
備
投
資
等

の
民
需
を
中
心
と
し
た
自
律
的
回

復
軌
道
へ
の
誘
導
の
た
め
、
１
・

２�
の
伸
び
率
を
確
保
し
た
も
の

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
財
政
計
画
で
は
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
大
幅
な
財
源

不
足
が
生
じ
る
こ
と
と
な
り
、
国

と
地
方
の
責
任
分
担
の
更
な
る
明

確
化
等
を
図
り
つ
つ
、
適
切
な
補

て
ん
措
置
を
講
じ
る
こ
と
と
し
、

地
方
団
体
の
歳
入
歳
出
総
額
を　
８９

兆
３
千　

億
円
と
見
込
み
ま
し
た

７１

が
、
前
年
度
比
０
・
４�
増
と
低

い
伸
び
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
歳

出
に
お
い
て
は
、
経
費
全
般
に
つ

い
て
徹
底
し
た
節
減
合
理
化
を
推

進
す
る
一
方
、
当
面
の
重
要
課
題

で
あ
る
景
気
対
策
へ
の
取
り
組
み

を
図
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
歳

入
面
で
は
地
方
税
が
１
・
５�
増

と
な
っ
て
い
る
も
の
の
、
地
方
交

国
・
都
の
財
政
状
況

（
１
）
国
の
財
政
状
況

付
税
が
５�
減
と
な
っ
て
お
り
、

そ
の
結
果
、一
般
財
源
比
率
が　

・
６４

３�
と
前
年
度
比
で
０
・
９
ポ
イ

ン
ト
下
回
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。

�　

一
方
、
東
京
都
の
一
般
会
計
予

算
は
、
前
年
度
比
３
・
６�
増
の

６
兆
２
千　

億
円
と
３
年
ぶ
り
の

６０

増
加
に
転
じ
ま
し
た
が
、
そ
の
多

く
は
公
債
費
の
伸
び
や
基
金
へ
の

積
立
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
政
策
的
経
費
で
あ
る
一
般
歳

出
で
は
０
・
３�
増
と
ほ
ぼ
横
這

い
の
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

�　

本
市
の
財
政
状
況
は
、
都
市
型

対
等
合
併
に
よ
り
行
政
の
一
体
化

が
実
現
し
ま
し
た
が
、
国
の
地
方

財
政
計
画
が
示
す
よ
う
に
地
方
行

財
政
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
景
気
の
停
滞
感
が
強
ま
る
な

か
、
市
の
基
幹
収
入
で
あ
る
市
税

を
は
じ
め
地
方
消
費
税
交
付
金
、

利
子
割
交
付
金
等
の
主
要
な
一
般

財
源
の
確
保
に
多
く
を
期
待
す
る

こ
と
は
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
新
市
に
お
い
て
も

地
方
分
権
の
推
進
、
少
子
･
高
齢

化
の
進
展
に
よ
り
質
･
量
と
も
に

益
々
増
大
す
る
行
政
需
要
を
は
じ

め
、
合
併
に
伴
い
付
加
的
に
発
生

す
る
特
殊
な
財
政
需
要
に
も
適
切

に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

平
成　

年
度
予
算
は
、
新
市
建
設

１３

計
画
の
基
本
理
念
の
実
現
に
向
け

た
、
ま
さ
に
第
一
歩
と
な
る
予
算

で
あ
る
と
位
置
付
け
、
新
市
建
設

計
画
の
４
つ
の
重
点
施
策
を
は
じ

め
各
施
策
の
主
要
事
業
を
着
実
に

推
進
す
る
こ
と
を
主
眼
と
し
、
ま

た
、
合
併
に
際
し
実
施
し
た
市
民

意
向
調
査
に
お
け
る
「
特
に
力
を

（
２
）
都
の
財
政
状
況

　

本
市
の
財
政
状
況

入
れ
て
ほ
し
い
施
策
」
の
要
望
結

果
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
各
種

の
事
務
事
業
に
つ
い
て
は
、
適
正

な
水
準
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
を

基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
編
成
し

ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
平
成　

年
度
予
算

１３

は
総
額　

億
６
千　

万
円
、
旧
田

５９０

９００

無
市
と
旧
保
谷
市
の
平
成　

年
度

１２

当
初
予
算
合
算
額
と
比
較
し
ま
す

と　

億　

万
１
千
円
の
増
、
率
に

５９

８５６

し
て　

・
１�
の
増
と
な
り
ま
す
。

１１

�　

歳
入
に
つ
い
て
は
、
個
人
市
民

税
は
景
気
低
迷
に
よ
る
個
人
所
得

の
低
下
等
に
よ
り
２
・
８�
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
法
人
市
民

税
に
つ
い
て
は
、
市
内
大
手
企
業

の
増
益
等
に
よ
り　

・
２�
の
増

１９

で
あ
り
ま
す
。
固
定
資
産
税
に
つ

い
て
は
、
地
価
の
下
落
傾
向
に
よ

り
若
干
の
落
ち
込
み
が
認
め
ら
れ

る
一
方
、
新
増
築
等
に
よ
る
課
税

客
体
の
増
加
等
に
よ
り
、
１
・
１

�
の
増
、
都
市
計
画
税
に
つ
い
て

は
旧
田
無
市
域
の
税
率
引
き
下
げ

の
影
響
等
を
受
け
て
４
・
２�
の

減
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
の

結
果
、
市
税
全
体
は　

億
４
千　

２７６

８４３

万
円
で
、前
年
度
と
比
較
し
て
０
・

５�
、
１
億
３
千　

万
円
の
減
額

３５０

と
な
り
、
基
幹
収
入
で
あ
る
市
税

は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

　

利
子
割
交
付
金
に
つ
い
て
は
、

前
年
度
は
郵
便
貯
金
の
満
期
が
集

中
し
た
こ
と
に
よ
り
大
幅
な
増
収

で
あ
り
ま
し
た
が
、
本
年
度
は
前

年
度
比
７
・
２�
減
の
８
億
５
千

　

万
円
を
計
上
い
た
し
ま
し
た
。

１００
　

地
方
消
費
税
交
付
金
は
、
依
然

と
し
て
個
人
消
費
の
低
迷
が
続
い

て
い
る
も
の
の
、
交
通
･
通
信
等

が
好
調
な
こ
と
か
ら
減
少
幅
が
縮

小
し
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え　

億
１６

　

万
円
を
見
込
み
ま
し
た
。

４００
　

地
方
特
例
交
付
金
に
つ
い
て

は
、
恒
久
的
減
税
に
よ
る
影
響
見

（
１
）
歳　
　

入

込
額
を
踏
ま
え
、
前
年
度
比
１
・

９�
減
の　

億
３
千　

万
円
を
見

１２

９００

込
み
ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
総

額
で　

億
３
千　

万
円
を
見
込
み

３６

４００

ま
し
た
が
、
そ
の
内
訳
と
し
ま
し

て
普
通
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
結

果
と
し
て
過
大
見
込
み
と
な
ら
な

い
こ
と
に
留
意
し
、
合
併
に
伴
う

「
算
定
替
」
に
よ
り　

億
円
と
見

３０

込
み
ま
し
た
。
特
別
交
付
税
に
つ

い
て
は
、
通
常
ル
ー
ル
分
を
１
億

円
と
し
、「
市
町
村
合
併
に
対
す
る

措
置
」
分
と
し
て
５
億
３
千　

万
４００

円
を
加
算
し
６
億
３
千　

万
円
と

４００

見
込
み
ま
し
た
。

　

国
庫
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
前

年
度
比　

・
８�
増
の　

億
２
千

４９

５８

　

万
７
千
円
を
見
込
ん
で
い
ま

１５２す
。
そ
の
主
な
内
容
と
し
て
、（
仮

称
）
合
併
記
念
公
園
整
備
事
業
で

　

億
円
を
見
込
ん
だ
ほ
か
、
保
谷

１８都
市
計
画
道
路
３
・
４
・　

号
線

１２

整
備
事
業
で
１
億
１
千　

万
円
、

５００

さ
ら
に
合
併
市
町
村
補
助
金
で
１

億
７
千
万
円
を
見
込
ん
だ
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

都
支
出
金
に
つ
い
て
は
、
前
年

度
比
７
・
１�
増
の　

億
１
千　

５４

９１３

万
８
千
円
を
計
上
し
て
お
り
ま

す
。
そ
の
主
な
内
容
と
し
て
、
市

道
拡
幅
改
良
工
事
等
で
４
億
２
千

　

万
円
、
市
町
村
振
興
交
付
金
で

６７５４
億
２
千　

万
円
、
合
併
支
援
特

２０

別
交
付
金
で
２
億
２
千　

万
円
を

１００

見
込
ん
だ
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

繰
入
金
に
つ
い
て
は
、
新
市
の

ま
ち
づ
く
り
事
業
に
有
効
的
に
活

用
す
る
た
め
、
緑
化
基
金
、
都
市

計
画
事
業
基
金
な
ど
６
つ
の
基
金

を
統
合
し
た
「
西
東
京
市
ま
ち
づ

く
り
整
備
基
金
条
例
」
を
提
案
し

て
お
り
ま
す
が
、当
該
基
金
を（
仮

称
）
合
併
記
念
公
園
及
び
都
市
計

画
事
業
の
用
地
買
収
等
に
充
て
る

た
め
７
億
１
千　

万
円
繰
り
入
れ

６００

て
お
り
ま
す
。
そ
の
他
退
職
手
当

基
金
、
少
子
化
対
策
基
金
な
ど
の

特
定
目
的
基
金
９
億
１
千　

万
８

７７５

千
円
、
財
政
調
整
基
金　

億
円
な

１１

ど
繰
入
金
総
額
で
前
年
度
比　

・
１８

８�
、
約
６
億
４
千　

万
円
減
の

５００

　

億
９
千　

万
６
千
円
を
計
上
い

２７

１６０

た
し
ま
し
た
。

　

市
債
に
つ
い
て
は
、
新
市
建
設

計
画
事
業
に
伴
う
合
併
特
例
債
を

　

億
２
千　

万
円
、
恒
久
的
減
税

５４

５２０

に
伴
う
財
源
補
て
ん
と
し
て
の
減

税
補
て
ん
債
を
４
億
３
千　

万
９９０

円
、
地
方
一
般
財
源
の
不
足
に
対

処
す
る
た
め
の
臨
時
財
政
対
策
債

を
８
億　

万
円
、
さ
ら
に
、
そ
の

６１０

他
の
通
常
債
と
し
て
（
仮
称
）
東

伏
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
建

設
事
業
、
保
谷
都
市
計
画
道
路
３

･
４
･　

号
線
整
備
事
業
、
ひ
ば

１２

り
ヶ
丘
駅
北
口
自
転
車
保
管
場
所

用
地
買
収
事
業
な
ど
７
億
１
千　
１９０

万
円
、
市
債
総
額
で
約　

億
円
増

５７

の　

億
８
千　

万
円
を
計
上
い
た

７３

３１０

し
ま
し
た
。
な
お
、
合
併
特
例
債

の
主
な
も
の
は
（
仮
称
）
合
併
記

念
公
園
用
地
買
収
に　

億
３
千　

３８

５１０

万
円
、
け
や
き
小
学
校
建
設
事
業

に
２
億
８
千　

万
円
、
市
道
た
第

３００

　

号
線
道
路
新
設
改
良
事
業
に
４

７７億
円
、
防
災
無
線
設
置
工
事
に
１

億
４
千　

万
円
な
ど
と
し
て
お
り

７４０

ま
す
。

�　

性
質
別
の
歳
出
で
は
、
義
務
的

経
費
で
あ
る
人
件
費
に
つ
い
て

は
、
田
無
庁
舎
、
保
谷
庁
舎
の
有

効
活
用
を
図
る
こ
と
を
基
本
に
、

新
た
な
行
政
課
題
に
も
対
応
し
得

る
組
織
体
制
と
し
た
上
で
、
退
職

者
不
補
充
を
原
則
と
し
た
職
員
配

置
を
行
っ
て
、
そ
の
総
額
の
抑
制

に
努
め
ま
し
た
。

　

扶
助
費
に
つ
い
て
は
、
旧
両
市

の
福
祉
施
策
を
堅
持
す
る
こ
と
を

基
本
に
据
え
る
と
と
も
に
、
市
民

ニ
ー
ズ
に
よ
る
新
た
な
事
業
を
展

開
し
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
総

合
的
な
地
域
福
祉
施
策
の
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
に
、
投
資
的
経
費
と
し
て
、

（
１
）
歳　
　

出

（
仮
称
）
東
伏
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
建
設
及
び
（
仮
称
）

上
向
台
地
区
会
館
の
用
地
買
収
、

都
市
計
画
道
路
の
整
備
、
市
道
た

第　

号
線
の
整
備
、（
仮
称
）
合
併

７７
記
念
公
園
の
整
備
、
け
や
き
小
学

校
の
建
設
、
小
・
中
学
校
の
施
設

改
修
工
事
、
保
育
園
改
修
工
事
、

芝
久
保
児
童
館
建
設
工
事
費
等
を

計
上
い
た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
特
別
会
計
へ
の
繰
出

金
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計
も
大

変
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
へ
前
年
度
比

　
�
増
の　

億
８
千　

万
１
千

１０

２１

３９

円
、
介
護
保
険
特
別
会
計
へ
前
年

度
比　

・
７�
増
の　

億
２
千　

１１

１０

３１５

万
２
千
円
、
老
人
保
健
（
医
療
）

特
別
会
計
へ
前
年
度
比
６
・
４�

増
の
６
億
８
千　

万
２
千
円
、
下

５９

水
道
事
業
特
別
会
計
へ
は
前
年
度

比
４
・
１�
減
の　

億
円
な
ど
と

２６

な
り
、
繰
出
金
総
額
で
は
前
年
度

比
３
・
８�
増
の　

億
９
千　

万

６４

４０５

７
千
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

�　

平
成　

年
度
の
主
要
な
施
策
に

１３

つ
い
て
は
、「
新
市
建
設
計
画
」
の

施
策
体
系
を
基
本
と
し
た
主
要
事

業
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

�　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
の
設
立
、
病
後
児
保
育
室

の
設
立
、
芝
久
保
児
童
館
・
学
童

ク
ラ
ブ
の
建
替
え
、
し
も
ほ
う
や

保
育
園
、
や
ぎ
さ
わ
保
育
園
の
改

修
工
事
、地
域
福
祉
計
画
の
策
定
、

健
康
づ
く
り
推
進
プ
ラ
ン
の
策

定
、
知
的
障
害
者
入
所
更
生
施
設

の
ベ
ッ
ド
確
保
、
高
齢
者
・
障
害

者
向
け
住
宅
の
確
保
、
痴
呆
性
高

齢
者
等
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
整

備
、
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

な
ど

　

主
要
な
施
策

（
１
）
地
域
の
中
で

　

支
え
あ
う
福
祉
の
ま
ち

�　

公
園
広
場
の
整
備
、（
仮
称
）
合

併
記
念
公
園
の
整
備
、
環
境
基
本

計
画
の
策
定
、（
仮
称
）
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
の
建
設
な
ど

�　

小
・
中
学
校
の
施
設
整
備
、
青

嵐
中
学
校
校
舎
建
替
え
、
西
原
地

区
小
学
校
統
合
事
業
、
通
級
学
級

の
開
設
、
小
学
校
給
食
の
食
器
改

善
、
中
学
校
給
食
の
導
入
に
向
け

検
討
、
教
育
相
談
機
能
の
充
実
、

特
色
あ
る
教
育
の
実
現
な
ど

�　

都
市
計
画
道
路
の
整
備
、
市
道

の
整
備
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
行
、
ひ
ば
り
ヶ
丘
駅
周
辺
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
、
保
谷
駅
南
口
地

区
市
街
地
再
開
発
事
業
、
田
無
駅

南
口
景
観
整
備
事
業
、
田
無
庁
舎

・
敷
地
整
備
事
業
、
保
谷
庁
舎
・

敷
地
整
備
事
業
、
緊
急
物
資
の
充

実
、
地
域
防
災
無
線
の
増
設
工
事

な
ど （

２
）
環
境
に
や
さ
し
く

　
　
　
　
　

美
し
い
ま
ち

（
３
）
若
者
を

　
　
　
　
　

育
て
る
ま
ち

（
４
）
安
全
で

　
　
　
　
　

快
適
な
ま
ち

�　

地
域
産
業
の
育
成
（
広
域
商
業

診
断
調
査
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
た
新
た
な
販
売
促
進
活
動

事
業
の
支
援
な
ど
）

�　

特
定
非
営
利
活
動
団
体
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
）
等
と
の
協
働
及
び
支
援
、
地

域
情
報
化
の
推
進
、市
章
の
制
定
・

新
市
誕
生
記
念
事
業
、
平
和
都
市

宣
言
、男
女
平
等
の
推
進
、（
仮
称
）

上
向
台
地
区
会
館
の
建
設
、（
仮

称
）
東
伏
見
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
建
設
な
ど

�　

西
東
京
市
は
、
都
市
型
合
併
の

先
進
市
と
し
て
、
全
国
的
に
も
注

目
を
浴
び
て
ま
い
り
ま
し
た
。
本

年
度
は
、
新
市
と
し
て
の
実
質
的

な
ス
タ
ー
ト
に
あ
た
る
極
め
て
大

切
な
年
度
で
あ
り
ま
す
。

　

西
東
京
市
の
新
た
な
ま
ち
づ
く

り
の
始
ま
り
に
あ
た
り
、
さ
ら
な

る
市
民
福
祉
の
向
上
並
び
に
新
た

な
行
政
課
題
に
積
極
的
に
対
応
し

て
い
く
と
と
も
に
、
新
市
建
設
計

画
を
着
実
に
実
施
し
、
西
東
京
市

の
発
展
に
向
け
て
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

合
併
先
進
市
と
し
て
、
自
信
を

持
っ
て
語
れ
る
よ
う
な
西
東
京
市

を
創
造
し
て
い
く
こ
と
が
、
今
ま

さ
し
く
私
に
求
め
ら
れ
て
い
る
責

務
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

な
に
と
ぞ
、
市
議
会
お
よ
び
市

民
の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、

施
政
方
針
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

（
５
）
さ
ま
ざ
ま
な

　
　
　

産
業
が
育
つ
ま
ち

（
６
）
市
民
が
参
加
す
る

　
　
　
　

活
力
あ
る
ま
ち

　

お
わ
り
に

４
月　

日
に
開
園
し
た
「
谷
戸

２１

せ
せ
ら
ぎ
公
園
」


